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は
じ
め
に

近
年
、
戦
時
期
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
関
心
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
代
表
的
な
研
究
に
は
、山
本
武
利
の
『
朝
日
新
聞
の
中
国
侵
略
』

（
文
藝
春
秋
、
二
〇
一
一
年
）、
大
橋
毅
彦
・
竹
松
良
明
編
の
『
新
聞
で
見

る
戦
時
上
海
の
文
化
総
覧
：「
大
陸
新
報
」
文
芸
文
化
記
事
細
目
』（
ゆ
ま

に
書
房
、
二
〇
一
二
年
）、
上
海
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
邦
文
・
中

文
・
欧
文
の
雑
誌
・
新
聞
を
多
言
語
横
断
的
に
研
究
し
た
『
戦
時
上
海
の

メ
デ
ィ
ア
―
文
化
的
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
視
座
か
ら
』（
高
綱
博
文
・
石
川

照
子
・
竹
松
良
明
・
大
橋
毅
彦
編
、
研
文
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
文
芸
作
品
の
研
究
の
み

な
ら
ず
、
日
中
の
文
化
的
・
歴
史
的
な
実
相
を
読
み
解
く
方
法
も
模
索
し

た
。
本
論
は
、
雑
誌
『
文
芸
戦
線
』
に
注
目
し
、
中
国
国
民
革
命
運
動
と

の
関
わ
り
を
通
じ
て
、
日
中
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
に
お
け
る
文
化
交
渉

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
は
、
雑
誌
『
文
芸
戦
線
』
の
性
格
を
確
認
し
た
上
で
、
雑
誌
の
同

人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
日
本
国
内
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
と
結
合
し
、
中

国
北
伐
戦
争
を
支
持
し
た
か
を
分
析
す
る
。
次
に
、
一
九
二
七
年
か
ら

一
九
二
八
年
に
か
け
て
、
中
国
の
革
命
運
動
の
進
行
と
と
も
に
、
同
人
の

佐
野
袈
裟
美
、
柏
八
里
ら
が
革
命
の
状
況
を
分
析
し
た
評
論
に
着
目
し
、

日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
中
国
革
命
を
ど
の
よ
う
に
日
本
へ
発
信
し

た
か
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
同
人
の
里
村
欣
三
と
小
牧
近
江
の
上
海
体

験
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
及
び
上
海
で
交
流
が
あ
っ
た
中
国
人
作
家
た
ち
の

文
章
に
基
づ
き
、
当
時
の
日
中
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
の
交
流
の
実
態
を
把

握
す
る
。
最
後
に
、
中
国
革
命
運
動
を
題
材
に
し
た
日
中
作
家
の
詩
を
基

に
日
中
文
化
交
流
に
お
け
る
作
品
の
役
割
を
論
じ
る
。

雑
誌
『
文
芸
戦
線
』
に
お
け
る
日
中
文
化
交
渉

―
北
伐
戦
争
時
期
を
中
心
に
―

邵
　
　
　
金
　
琪
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一
、
雑
誌
『
文
芸
戦
線
』
と
「
対
支
非
干
渉
運
動
」

雑
誌
『
文
芸
戦
線
』
の
編
集
方
針
が
、
よ
り
国
際
的
な
視
野
を
入
れ
、

政
治
的
暴
露
に
一
層
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
山
田
清
三
郎
の

編
集
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
時
期
か
ら
、
頻
繁
に
中
国
革
命
の
状

況
を
紹
介
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
文
芸
戦
線
』
に
お
け
る
日
中
文
化
交

渉
の
過
程
を
論
じ
る
為
に
は
、
ま
ず
雑
誌
の
性
格
を
確
認
し
、
同
人
た
ち

の
中
国
革
命
に
対
す
る
支
持
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

一
九
二
四
年
六
月
に
、
青
野
季
吉
・
金
子
洋
文
ら
十
三
人
で
創
刊
さ
れ

た
当
時
の
綱
領
は
「
一
、
我
等
は
無
産
階
級
解
放
運
動
に
於
け
る
芸
術
上

の
共
同
戦
線
に
立
つ
。
一
、
無
産
階
級
解
放
運
動
に
於
け
る
各
個
人
の
思

想
及
行
動
は
自
由
で
あ
る（

1
（

」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
革
命
運
動
の
政
治

的
側
面
は
避
け
て
、
文
芸
上
の
共
同
戦
線
を
目
ざ
す
と
い
う
性
格
を
持
っ

て
い
た
。
一
九
二
五
年
一
月
号
で
資
金
難
に
よ
り
休
刊
に
な
る
が
、
そ
れ

ま
で
編
集
は
金
子
洋
文
が
あ
た
っ
た
。

そ
の
後
同
年
六
月
に
復
刊
し
、
以
後
一
九
二
七
年
十
一
月
号
ま
で
は
、

山
田
清
三
郎
が
編
集
と
経
営
に
あ
た
っ
た
。
一
九
二
五
年
十
二
月
に
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
学
陣
営
を
統
合
し
た
は
じ
め
て
の
文
学
運
動
組
織
で
あ
る
日

本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
連
盟
（
以
下
、
プ
ロ
連
）
の
結
成
が
あ
り
、『
文

芸
戦
線
』
は
そ
の
中
心
的
存
在
に
な
っ
た
。
一
九
二
六
年
九
月
号
に
青
野

季
吉
の
高
名
な
評
論
「
自
然
生
長
と
目
的
意
識
」
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
を

契
機
と
し
て
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
を
排
除
し
、
プ
ロ
連
を
改
組
し
て
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
芸
術
連
盟
と
し
た
。
一
九
二
七
年
以
後
、
革
命
戦
略
を
め
ぐ
っ
て

の
方
針
の
違
い
が
文
学
運
動
に
も
及
ん
だ（

2
（

。

そ
の
方
針
に
よ
る
理
論
の
探
究
に
つ
い
て
、田
中
憲
一
は
『
文
芸
戦
線
』

四
月
号
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
文
芸
運
動
の
現
段
階
と
其
の
任
務
」
と
五
月

号
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
文
芸
運
動
の
方
向
転
換
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ

る
？
」
で
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
現
段
階
の
『
文
芸
戦
線
』
に
お
け
る
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
運
動
は
、
自
然
発
生
的
文
芸
運
動
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義

的
文
芸
運
動
へ
と
進
展
し
た
と
す
る
田
中
は
、
ど
の
よ
う
な
文
芸
理
論
を

持
つ
べ
き
か
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
文
芸
運
動
は
、
今
や
所
謂
方
向
転
換
期
に
当
面

し
全
無
産
階
級
的
解
放
運
動
の
一
翼
た
る
の
自
覚
に
於
て
、
そ
の
方

向
を
マ
ル
ク
ス
主
義
的
政
治
闘
争
へ
転
換
せ
ん
と
し
つ
つ
あ
る
。
従

来
の
、
無
産
階
級
運
動
に
対
す
る
自
己
の
機
械
的
結
合
を
批
判
、
揚

棄
し
つ
つ
真
実
な
る
弁
証
法
的
結
合
に
於
て
、
其
職
分
を
正
確
且
果

敢
に
遂
行
せ
ん
と
し
つ
つ
あ
る
。（
中
略
）
現
段
階
に
於
け
る
プ
ロ

文
芸
運
動
は
運
動
が
単
に
目
的
意
識
を
以
て
始
ま
る
と
云
ふ
漠
然
た
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る
規
定
と
、
こ
の
規
定
の
下
に
、
政
治
的
暴
露
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な

い（
3
（

。

田
中
の
論
述
は
、
編
集
の
山
田
清
三
郎
に
青
野
季
吉
「
自
然
生
長
と
目

的
意
識
」
論
と
と
も
に
、
雑
誌
の
方
向
転
換
期
の
二
大
収
穫
で
あ
る
と
高

く
評
価
さ
れ
た
。
一
九
二
七
年
五
月
号
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
の
創
作

方
針
に
つ
い
て
山
田
自
身
も
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

芸
術
家
は
必
ず
し
も
（
狭
義
の
）
政
治
家
た
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い

ふ
こ
と
は
な
い
。
政
治
家
が
必
ず
し
も
芸
術
家
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い

と
い
ふ
こ
と
の
な
い
と
同
様
に
。
だ
が
、
彼
が
真
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ

作
家
た
る
に
は
、
常
に
無
産
階
級
運
動
の
最
前
線
た
る
、
政
治
戦
線

と
緊
密
不
離
な
接
触
を
保
つ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ひ
と
り
題
材

獲マ

マ後
の
上
だ
け
で
は
な
い
、
彼
が
常
に
よ
り
社
会
主
義
者
と
し
て
の

左
翼
意
識
を
高
め
、
深
め
る
た
め
に（

4
（

。

そ
こ
か
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
も
無
産
階
級
運
動
の
一
環
と
し
て
役

に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う
に
編
集
の
方
針
が
変
化
し
つ

つ
あ
っ
た
。
七
月
号
の
「
新
主
体
の
確
立
と
『
文
芸
戦
線
』」（

5
（

と
い
う
声

明
で
は
、
日
本
共
産
党
系
と
袂
を
分
か
ち
、
青
野
季
吉
・
葉
山
嘉
樹
・
前

田
河
広
一
郎
・
平
林
た
い
子
ら
が
労
農
芸
術
家
連
盟
を
結
成
し
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、「
同
志
間
の
同
人
雑
誌
に
依
つ
て
出
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
つ

た
」『
文
芸
戦
線
』
が
、「
本
号
を
最
終
と
し
て
、
本
誌
は
そ
の
編
集
発
行

の
権
限
の
一
切
を
挙
げ
て
、
こ
れ
を
労
農
芸
術
家
連
盟
の
所
属
に
移
す
こ

と
と
し
た
」
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
。
同
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
労
農
芸
術
家

連
盟
綱
領
（
草
案
）」（

6
（

に
は
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
も
国
際
的
な

視
野
を
入
れ
、「
万
国
無
産
階
級
文
芸
家
協
会
へ
の
加
入
」、「
太
平
洋
沿

岸
被
圧
迫
階
級
文
芸
家
連
盟
確
立
促
進
」
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
中

国
を
含
め
た
海
外
の
無
産
階
級
文
学
運
動
へ
と
進
出
し
て
い
た
。そ
し
て
、

労
農
芸
術
家
連
盟
員
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
創
作
は「
自
然
発
生
的
な
、

偶
発
的
な
、無
政
府
的
な
も
の
」
か
ら
、「
組
織
的
、統
一
的
に
」
変
化
し
、

作
家
や
評
論
家
の
意
志
が
連
盟
の
統
制
下
に
置
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

雑
誌
『
文
芸
戦
線
』
の
掲
載
文
は
政
治
闘
争
へ
の
参
加
を
要
求
し
、
連
盟

の
国
際
過
程
の
闘
争
も
反
映
し
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
雑
誌
と
組
織
の

結
合
に
よ
っ
て
、
政
治
的
な
目
的
意
識
が
露
骨
に
反
映
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
特
に
、中
国
の
北
伐
戦
争
及
び
そ
の
時
期
の
日
本
国
内
の「
対

支
非
干
渉
運
動
」
へ
の
関
心
は
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
二
六
年
七
月
、
蒋
介
石
は
国
民
革
命
軍
総
司
令
と
な
り
、
北
伐
を

開
始
し
た
。
国
民
革
命
軍
は
、
武
装
し
た
労
働
者
、
農
民
に
支
援
さ
れ

な
が
ら
広
東
省
か
ら
北
上
し
、
武
漢
、
南
京
を
占
領
し
て
上
海
に
迫
り
、
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一
九
二
六
年
か
ら
一
九
二
七
年
に
か
け
て
の
北
伐
国
民
革
命
軍
上
海
入
城

に
呼
応
す
る
た
め
、
上
海
三
次
暴
動
を
起
こ
し
た
。
一
九
二
七
年
三
月

二
十
一
日
に
は
第
三
次
暴
動
が
成
功
し
、上
海
特
別
政
府
が
成
立
し
た
が
、

四
月
十
二
日
の
蒋
介
石
の
反
共
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
北
伐

戦
争
に
お
け
る
無
産
階
級
革
命
は
失
敗
に
終
わ
っ
た（

7
（

。

一
方
、
日
本
で
は
、
一
九
二
七
年
四
月
二
十
日
に
田
中
義
一
内
閣
が

誕
生
し
、
居
留
民
の
生
命
財
産
保
護
の
名
目
で
中
国
全
土
の
統
一
を
め
ざ

す
国
民
革
命
軍
の
北
上
を
阻
止
す
る
た
め
、
中
国
山
東
省
へ
の
出
兵
が
、

一
九
二
七
年
五
月
、
一
九
二
八
年
四
月
・
五
月
の
三
回
行
わ
れ
、
第
二
次

出
兵
で
は
済
南
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
国
民
衆
の
排
日

運
動
が
激
化
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
反
対
し
、
北
伐
革
命
擁
護
の
た
め

に
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
達
が
取
り
組
ん
だ
の
が
「
対
支
非
干
渉
運

動
」
で
あ
る
。

一
九
二
七
年
七
月
号
に
は
田
中
義
一
宛
の
「
対
支
出
兵
反
対
決
議
」（

8
（

が

以
下
の
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
た
。

　
　

我
が
労
農
芸
術
家
連
盟
員
の
雑
誌
「
文
芸
戦
線
」
に
於
い
て
は
、

対
支
非
干
渉
全
国
同
盟
に
積
極
的
に
参
加
し
、
該
同
盟
に
実
行
委

員
―マ
マ

送
つ
て
ゐ
る
が
、
今
回
の
出
兵
反
対
週
間
に
あ
た
つ
て
、
左
の

如
き
決
議
を
該
同
盟
を
通
じ
て
反
動
政
府
に
た
き
た
つ
け
た
。

（
中
略
）

我
等
は
田
中
内
閣
の
出
兵
に
反
対
し
即
時
撤
兵
を
要
求
す
。

（
中
略
）

昭
和
二
年
六
月
十
八
日

労
農
芸
術
家
連
盟
演
劇
部
の
会

こ
の
時
期
の
文
芸
戦
線
社
は
、
毎
号
の
「
労
農
芸
術
家
連
盟
情
報
」
に

お
い
て
「
対
支
非
干
渉
運
動
」
の
状
況
を
載
せ
、
編
集
の
山
田
清
三
郎
を

は
じ
め
と
す
る
同
人
た
ち
が
、「
対
支
非
干
渉
全
国
同
盟
」
の
会
議
や
演

説
会
な
ど
に
出
席
し
て
い
た
状
況
も
詳
細
に
記
録
さ
れ
た
。『
文
芸
戦
線
』

の
同
人
た
ち
か
ら
は
、
日
本
政
府
の
山
東
出
兵
に
対
す
る
批
判
と
「
対
支

非
干
渉
運
動
」
へ
の
声
援
が
見
ら
れ
る
。
彼
ら
が
掲
げ
て
い
た
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
芸
術
運
動
の
基
底
で
あ
る
現
在
の
社
会
へ
の
否
定
的
意
志
も
表
し
て

い
る
。

政
府
へ
の
抗
議
以
外
に
、
中
国
に
行
く
日
本
兵
に
対
す
る
呼
び
か
け
も

行
っ
た
。
一
九
二
七
年
に
労
農
芸
術
家
連
盟
の
書
記
長
と
な
っ
た
上
野
壮

夫
は
、「
支
那
へ
行
く
の
か
」（
同
年
九
月
）
と
い
う
詩
を
『
文
芸
戦
線
』

に
発
表
し
た
。
上
野
は
、ア
ナ
キ
ズ
ム
系
の
『
黒
嵐
時
代
』『
ア
ク
シ
ヨ
ン
』

の
同
人
を
経
て
、『
文
芸
戦
線
』
に
参
加
し
、「
全
世
界
の
同
志
は
」「
報
告
」

な
ど
の
詩
を
発
表
し
た
。ま
も
な
く
前
衛
芸
術
家
同
盟
の
結
成
に
加
わ
り
、
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そ
の
後
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
に
加
入
し
、『
戦
旗
』
の
編
集
に

し
た
が
う
一
方
、詩
「
戦
争
へ
」、小
説
「
跳
弾
」「
燻
る
」
な
ど
を
同
誌
に
、

詩
「
三
月
の
歌
」、
小
説
「
日
華
製
粉
工
場
」
な
ど
を
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
』
に
発
表
し
た（

9
（

。
そ
の
詩
は
、
一
般
の
日
本
兵
士
た
ち
も
か
つ
て
資

本
家
に
搾
取
さ
れ
た
無
産
階
級
の
労
働
者
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て

い
る
。

昨
日
ま
で
、
そ
し
て
今
日
も

お
前
達
の
背
中
に
は

残
酷
な
地
主
の
鞭
が
唸
つ
て
ゐ
る
の
だ
！

非
道
な
資
本
家
ど
も
の
搾
取
機
が
備
へ
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
の
だ
！

（
中
略
）

散
々
を
お
前
達
を
苦
し
め
抜
い
て
ゐ
る
そ
い
つ
を
、

い
つ
の
間
に
お
前
達
は
忘
れ
た
の
だ
？

昨
日
ま
で
、
お
前
達
は

あ
い
つ
等
を
憎
ん
で
ゐ
た
で
は
な
い
か
！

あ
い
つ
等
を
や
つ
ゝ
け
よ
う
と
思
つ
て
ゐ
た
で
は
な
い
か
。

（
中
略
）

お
前
達
と
同
じ
憎
悪
か
ら
、
叛
逆
か
ら
、

振
ひ
立
つ
た
支
那
の
兄
弟
を
〇
〇
〇
〇
に
行
く
と
い
ふ
の
か
？

お
前
達
の
や
う
に
ぶ
ち
の
め
さ
れ
て
ゐ
る
支
那
の
民
衆
を
、
お
前

達
を
ぶ
ち
の
め
し
た
あ
い
つ
等
の
た
め
に
、

〇
〇
〇
〇
に
行
く
と
い
ふ
の
か
？

兵
士
達
、
兄
弟
よ
！

今
、
お
前
達
が
何
を
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
か

考
へ
て
見
る
が
い
ゝ
！

あ
い
つ
等
の
口
実
や

あ
い
つ
等
の
胡
魔
化
し
を
信
ず
る
な
！

日
本
兵
士
が
中
国
へ
行
っ
て
中
国
の
労
働
者
と
戦
う
こ
と
は
、
日
本
の

資
本
主
義
の
味
方
と
な
り
、
中
国
の
労
働
者
を
苦
し
め
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
要
因
は
、
中
国
の
北
伐
戦
争
の
性
質
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。
中
国

国
民
革
命
軍
の
北
上
に
つ
れ
て
、
今
ま
で
帝
国
主
義
国
家
の
資
本
の
侵
入

を
許
し
た
旧
政
府
が
倒
さ
れ
、
新
し
い
政
府
が
成
立
し
た
が
、
そ
れ
は
帝

国
主
義
国
家
の
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
な
ど
が
行
っ
た
中
国
の
侵
略
計
画
の
妨

げ
に
な
っ
た
。
日
本
居
留
民
の
財
産
保
護
と
い
う
の
が
口
実
で
あ
り
、
実

情
は
中
国
へ
の
経
済
侵
略
を
続
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
上
野
は
、
労
働
者

で
あ
っ
た
一
般
の
日
本
兵
士
が
資
本
主
義
の
罠
に
騙
さ
れ
な
い
よ
う
に
強

調
し
た
。
さ
ら
に
、
詩
の
最
後
に
、
武
器
を
持
た
さ
れ
た
民
衆
に
資
本
家
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と
い
う
敵
に
目
を
向
け
る
べ
き
だ
と
呼
び
か
け
て
い
た
。

そ
の
詩
は
、
日
本
政
府
が
兵
士
を
中
国
に
送
り
込
む
こ
と
へ
の
反
対
を

表
現
し
た
と
同
時
に
、
日
本
に
お
け
る
無
産
階
級
の
人
た
ち
が
圧
迫
さ
れ

た
現
実
と
、
全
世
界
の
無
産
階
級
の
群
衆
が
協
力
し
て
資
本
主
義
と
い
う

共
同
の
敵
と
戦
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

文
芸
戦
線
社
は
、
日
本
国
内
に
お
け
る
無
産
階
級
革
命
運
動
に
取
り
組

み
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
の
活
動
状
況
な
ど
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
中

国
の
北
伐
革
命
運
動
に
つ
い
て
の
情
報
も
同
時
に
日
本
の
民
衆
に
発
信
し

て
い
た
。
次
に
中
国
の
国
民
革
命
に
つ
い
て
、『
文
芸
戦
線
』
の
同
人
た

ち
が
ど
の
よ
う
に
報
道
し
た
か
を
詳
し
く
考
察
し
て
い
く
。

二
、
日
中
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
評
論
家
の
交
流

ま
さ
に
編
集
方
針
が
変
わ
る
時
期
と
重
な
る
が
、
中
国
の
国
民
革
命
運

動
に
も
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
新
し
い
方
針
の
下
に
、『
文
芸
戦
線
』

は
世
界
各
地
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
の
動
き
を
報
道
し
、
初
期
の
理
論
的

な
紹
介
と
は
違
い
、
同
人
ら
の
見
解
も
示
さ
れ
た
。
代
表
的
な
の
は
佐
野

袈
裟
美
と
柏
八
里
の
論
考
で
あ
る
。

1
、
佐
野
袈
裟
美
の
論
考

劇
作
家
、
評
論
家
と
し
て
活
動
し
て
い
た
佐
野
袈
裟
美
は
、
一
九
二
三

年
四
月
に
『
種
蒔
く
人
』
の
同
人
と
な
り
、
一
九
二
四
年
六
月
に
『
文

芸
戦
線
』
の
創
刊
と
と
も
に
同
人
に
参
加
し
、
初
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

芸
運
動
に
力
を
添
え
た
。
そ
の
後
、
労
農
芸
術
家
連
盟
に
属
し
て
い
た

が
、
一
九
二
八
年
十
一
月
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
連
盟
の
中
央
協
議
員

と
な
っ
た（

（1
（

。『
文
芸
戦
線
』
同
人
の
時
期
に
、
ロ
シ
ア
、
中
国
の
無
産
階

級
革
命
運
動
に
つ
い
て
、
特
に
、
中
国
国
民
革
命
期
に
お
け
る
中
国
社
会

に
注
目
し
、「
支
那
の
国
民
革
命
と
そ
の
必
然
的
展
開
」（
一
九
二
七
年
四

月
）、「
支
那
革
命
の
危
機
」（
一
九
二
七
年
六
月
）
の
二
篇
を
発
表
し
た
。

一
九
二
六
年
七
月
か
ら
一
九
二
七
年
三
月
ま
で
の
わ
ず
か
九
ヶ
月
の
間

に
、
国
民
革
命
軍
は
武
漢
政
府
を
樹
立
し
、
南
京
、
上
海
の
長
江
流
域
ま

で
に
至
り
、
段
階
的
な
成
功
を
収
め
た
。
こ
の
時
期
の
国
民
革
命
の
性
質

に
つ
い
て
、
佐
野
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

支
那
に
於
い
て
は
、
か
く
し
て
国
民
革
命
の
進
展
と
同
時
に
、
無

産
階
級
運
動
も
進
展
し
て
行
く
。（
中
略
）

最
も
組
織
化
さ
れ
て
ゐ
る
支
那
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
更
に
そ

の
革
命
を
展
開
せ
し
め
得
て
、
サ
ヴ
ェ
ー
ト
に
近
い
組
織
を
生
み
出

す
こ
と
の
出
来
る
多
く
の
可
能
性
を
持
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
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国
民
革
命
軍
に
よ
る
北
伐
は
、「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
的
革
命
」
で

あ
る
と
い
う
本
質
が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
国
民

党
と
共
産
党
の
合
作
に
よ
っ
て
、
労
働
者
や
農
民
を
主
導
す
る
組
織
活
動

が
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
、
さ
ら
に
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
革
命
運
動
へ
と
繋
げ

て
い
く
こ
と
を
予
想
し
た
。
世
界
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
中
国
国
民
革
命

は
、
帝
国
主
義
へ
の
反
対
か
ら
帝
国
主
義
と
の
戦
争
へ
と
導
か
れ
る
と
述

べ
た
。
ま
た
、
中
国
社
会
の
現
状
の
分
析
で
は
、
検
閲
制
度
が
存
在
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
の
資
本
の
侵
略
圧
迫
に
対
す
る
政
府
批
判
も
明
記

さ
れ
、
国
民
革
命
へ
の
支
持
を
表
明
し
た
。

し
か
し
、佐
野
の
期
待
を
裏
切
っ
て
、四
月
十
二
日
の
上
海
ク
ー
デ
タ
ー

後
、
革
命
の
情
勢
は
一
変
す
る
。
六
月
号
の
「
支
那
革
命
の
危
機
」
で
佐

野
も
そ
の
最
新
の
状
況
に
基
づ
い
て
、
国
民
革
命
軍
総
司
令
で
あ
る
蒋
介

石
の
革
命
意
識
の
問
題
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

蒋
介
石
は
革
命
軍
進
展
の
自
然
の
勢
ひ
に
乗
つ
て
、
い
つ
の
間
に

か
独
裁
官
に
な
り
す
ま
さ
う
と
す
る
傾
向
を
示
す
や
う
に
な
り
、
ま

た
革
命
の
成
功
に
あ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
妥

協
、
帝
国
主
義
×
×
と
の
妥
協
に
傾
き
、
共
産
党
や
総
工
会
を
圧
迫

し
、
著
し
く
意
識
的
に
右
傾
化
し
、
進
展
し
つ
つ
あ
る
革
命
を
単
な

る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
に
踏
み
止
ま
ら
し
め
、
自
己
の
権
利
の
確
立
に

ひ
た
す
ら
焦
慮
す
る
や
う
に
な
つ
た
。（
中
略
）

国
民
革
命
を
一
先
づ
達
成
せ
し
め
る
ま
で
は
、
あ
く
迄
も
隠
忍
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
及
び
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

と
の
共
同
戦
線
を
維
持
し
な
く
て
は
な
ら
な
い（

（1
（

。

蒋
介
石
が
起
こ
し
た
ク
ー
デ
タ
ー
は
、
国
民
革
命
の
本
来
の
目
的
で
あ

る
帝
国
主
義
者
や
軍
閥
者
の
打
倒
に
叛
き
、
反
共
政
策
を
公
然
化
し
て
い

る
こ
と
を
鋭
く
指
摘
し
、
蒋
介
石
の
反
動
化
を
非
難
し
た
。
そ
し
て
、
今

後
の
中
国
無
産
階
級
革
命
の
方
向
に
つ
い
て
、
労
農
に
よ
る
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
運
動
で
は
な
く
、
労
農
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
共
同
革
命
と
い
う
保

守
な
意
見
を
示
し
た
が
、
中
国
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
更
な
る
発
展
へ
の

期
待
も
込
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

佐
野
の
評
論
は
、
中
国
に
お
け
る
帝
国
主
義
、
軍
閥
、
国
民
党
な
ど
の

各
勢
力
の
状
況
を
冷
静
に
把
握
し
、
中
国
無
産
階
級
民
衆
及
び
共
産
党
が

直
面
す
る
窮
地
を
日
本
の
同
志
に
伝
え
て
い
た
。
中
国
の
革
命
の
各
段
階

の
状
況
を
把
握
し
、
中
国
革
命
を
高
く
評
価
し
た
、
関
心
の
あ
る
人
に
わ

か
り
や
す
い
評
論
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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2
、
柏
八
里
の
論
考

柏
八
里
は
、
一
九
二
七
年
ま
で
の
中
国
国
民
革
命
に
つ
い
て
中
国
国
民

党
と
中
国
共
産
党
の
合
作
の
失
敗
及
び
蒋
介
石
の
反
動
化
に
焦
点
を
当

て
、
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
二
九
年
に
か
け
て
『
文
芸
戦
線
』
に
て
評
論

を
書
い
た
。
柏
は
一
九
二
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
武
漢
に
滞
在
し
た

こ
と
が
あ
り
、
現
地
で
武
漢
国
民
政
府
左
翼
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
家
の

李
漢
俊
と
出
会
い
、
革
命
運
動
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
理
論
に
つ
い
て
の
交
流

を
続
け
た（

（1
（

。

一
九
二
八
年
の
新
年
号
で
は
、「
中
国
国
民
革
命
の
反
動
化
」
と
題

し
、
過
去
の
一
年
中
の
中
国
国
民
革
命
を
回
顧
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

一
九
二
七
年
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
武
漢
国
民
政
府
を
中
心
と
す
る
革
命

運
動
を
高
く
評
価
し
た
が
、
最
終
的
に
は
失
敗
し
た
と
捉
え
、
蒋
介
石
の

革
命
意
識
の
欠
乏
を
批
判
し
た
。
そ
し
て
、
蒋
介
石
が
反
共
政
策
を
掲
げ

た
後
の
国
民
党
と
共
産
党
員
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
、時
間
順
に
記
録
し
、

特
に
、武
漢
政
府
の
中
の
共
産
党
員
や
左
翼
派
の
状
況
を
重
点
に
置
い
て
、

日
本
の
同
志
た
ち
に
蒋
介
石
を
代
表
す
る
国
民
党
の
反
動
性
及
び
中
国
共

産
党
員
の
窮
地
を
報
告
し
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
後
、
北
伐
戦
争
に
お
け
る
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
が
失
敗
し
た
と
は
い
え
、
文
芸
戦
線
社
は
持
続
的
に
中

国
共
産
党
の
状
況
を
発
信
し
続
け
、
中
国
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
を
支
援
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
民
革
命
の
失
敗
に
よ
っ
て
、
中
国
共
産
党
員
は
殺
害
の
危

険
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
状
況
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。所

謂
共
産
狩
り
の
白
熱
化
し
た
の
は
一
九
二
七
年
十
一
月
末
か
ら

十
二
月
中
旬
に
か
け
て
で
あ
つ
た
。
蒋
介
石
一
派
の
独
占
す
る
南
京

政
府
か
ら
の
命
令
に
よ
つ
て
上
海
、
南
京
、
武
漢
、
広
東
を
始
め
各

地
に
於
い
て
惨
忍
な
逮
捕
と
殺
害
と
が
行
は
れ
た
。（
中
略
）
彼
（
李

漢
俊
）
が
、
目
と
鼻
と
の
、
日
本
租
界
内
に
居
よ
う
と
は
気
づ
か
な

か
つ
た
。
午
後
六
時
に
彼
が
捕
え
ら
れ
、そ
れ
か
ら
十
五
分
後
に
は
、

私
は
そ
れ
を
知
つ
た
。
も
し
、
午
後
五
時
に
、
彼
が
捕
え
ら
れ
た
一

時
間
前
に
、
私
が
そ
れ
を
知
つ
て
居
た
な
ら
―
―
そ
し
た
ら
、
我
々

は
此
の
有
力
な
革
命
批
判
者
を
、
も
暫
く
我
々
の
戦
線
の
闘
志
と
し

て
期
待
す
る
事
が
出
来
た
で
あ
ら
う
に
、
そ
し
て
二
時
間
後
の
午
後

八
時
に
は
私
は
彼
が
銃
殺
さ
れ
た
と
の
悲
報
を
耳
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
つ
た
の
だ
つ
た（

（1
（

。

一
九
二
九
年
四
月
号
「
四
月
ク
ー
デ
タ
ー
国
民
革
命
の
一
九
二
七
年
」

に
も
、一
九
二
七
年
以
降
の
中
国
各
地
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
詳
し
く
記
録
し
、

殺
害
さ
れ
た
共
産
党
員
に
つ
い
て
日
本
の
同
志
に
伝
え
、
そ
の
死
を
惜
し
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む
気
持
ち
を
示
し
て
い
る
。

『
文
芸
戦
線
』
に
お
け
る
中
国
革
命
に
関
す
る
報
道
に
は
、
佐
野
袈
裟

美
の
よ
う
な
随
時
の
報
告
と
、
柏
八
里
の
よ
う
な
革
命
が
終
わ
っ
た
後
の

全
体
像
か
ら
捉
え
る
論
が
あ
る
。
厳
し
い
検
閲
の
も
と
で
、
継
続
的
に
中

国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
や
中
国
共
産
党
の
活
動
を
宣
伝
し
て
い
く
の
は

困
難
で
あ
っ
た
が
、
同
誌
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
の
言
説
を
産
出
す
る
場

と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、「
今
、
支
那
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
諸
君
は
、『
戦
旗
』
を
始

め
『
文
芸
戦
線
』
そ
の
他
に
発
表
せ
ら
れ
る
我
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
品

を
競
つ
て
読
ん
で
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。」（

（1
（

と
い
う
編
集
の
山
田
清

三
郎
の
エ
ッ
セ
イ
に
あ
る
よ
う
に
、
日
本
の
評
論
家
に
よ
る
中
国
革
命
対

す
る
応
援
や
分
析
は
、
中
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
に
も
届
け
ら
れ
て
い

た
。
で
は
、『
文
芸
戦
線
』
を
通
じ
て
、
日
中
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
た

ち
の
間
に
ど
ん
な
交
流
が
あ
っ
た
か
を
考
察
し
て
い
く
。

三
、
日
中
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
の
交
流

北
伐
戦
争
時
期
の
『
文
芸
戦
線
』
に
お
け
る
交
流
に
は
、
主
に
二
つ
の

形
式
が
あ
る
。
一
つ
は
同
人
を
中
国
に
送
り
、
中
国
作
家
と
交
流
す
る
こ

と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
日
中
の
作
家
た
ち
が
中
国
革
命
へ
の
応
援
を

呼
び
か
け
る
文
章
を
載
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

1
、
里
村
欣
三
と
小
牧
近
江
の
上
海
行

中
国
の
革
命
運
動
の
状
況
を
鑑
み
、
文
芸
戦
線
社
は
同
人
を
上
海
に
派

遣
し
た
。
そ
の
派
遣
の
経
緯
に
つ
い
て
、
小
牧
の
回
想
で
は
、
汎
太
平
洋

反
帝
会
議
に
参
加
す
る
た
め
、
自
分
か
ら
「
派
遣
員
と
し
て
こ
の
会
議
に

派
遣
さ
せ
て
ほ
し
い
と
申
し
出
た
」（

（1
（

と
い
う
。
編
集
の
山
田
清
三
郎
も
以

下
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

そ
の
頃
の
上
海
は
、
帝
国
主
義
列
国
の
軍
隊
に
よ
っ
て
、
国
民
革

命
が
武
力
干
渉
を
う
け
て
い
た
。
―
蒋
介
石
は
革
命
を
裏
切
っ
て
、

買
弁
軍
閥
に
な
り
さ
が
っ
て
い
た
。そ
う
い
う
上
海
に
、『
文
芸
戦
線
』

特
派
員
を
お
く
っ
た
の
だ
。
中
国
の
革
命
的
文
学
者
と
、
日
本
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
の
友
誼
を
か
た
め
、
相
互
の
運
動
を
協
力
し
合

う
た
め
に（

（1
（

。

里
村
欣
三
と
小
牧
近
江
の
上
海
行
は
、
最
初
か
ら
日
中
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
者
の
交
流
を
図
る
目
的
が
あ
っ
た
。そ
の
成
果
と
し
て
、二
人
は
ク
ー

デ
タ
ー
後
の
上
海
で
の
体
験
を
一
九
二
七
年
六
月
号
の
「
青
天
白
日
の
国

へ
」、「
新
軍
閥
蒋
介
石
の
正
体
」
に
発
表
し
た
。
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里
村
は
ク
ー
デ
タ
ー
後
の
上
海
を
、「
青
天
白
日
旗
の
へ
ん
翻
た
る
姿

と
共
に
平
静
に
帰
し
つ
つ
あ
る
、
か
く
て
支
那
民
衆
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革

命
の
過
程
を
そ
の
途
中
か
ら
新
軍
閥
の
手
に
略
奪
さ
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
」

と
記
し
、
蒋
介
石
に
つ
い
て
、「
巧
み
に
三
民
主
義
の
仮
面
で
民
衆
を
欺

瞞
し
つ
つ
、
し
か
も
よ
り
巧
み
に
新
軍
閥
の
野
望
を
果
た
し
つ
つ
あ
る
」

と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
四
月
二
八
日
、
二
人
は
上
海
で
中
国
の
無
産
派
文
学
者
に
会

見
し
よ
う
と
し
た
が
、
ク
ー
デ
タ
ー
後
の
上
海
で
は
難
し
く
て
諦
め
か
け

た
時
、
郁
達
夫
か
ら
の
連
絡
が
あ
り
、
そ
の
日
の
深
夜
に
会
い
、「
革
命

の
こ
と
、
蒋
介
石
の
こ
と
」、
中
国
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
こ
と
」

に
つ
い
て
話
し
た
と
あ
る
。
翌
日
の
昼
に
、
郁
達
夫
と
田
漢
と
会
い
、
そ

の
日
の
夜
に
は
、
傅
彥
長
、
張
若
谷
、
周
文
達
も
同
席
し
た
。
文
中
の
二

枚
の
図
版
は
、
そ
の
時
の
寄
書
で
あ
り
、
一
枚
は
「
大
家
点
起
＂生
命
の

火
＂
張
若
谷
」、
も
う
一
枚
は
「
全
世
界
無
産
階
級
文
学
此
連
合
起
来
！

／
民
国
十
六
年
首
夏
遇
里
村
小
牧
二
氏
／
於
滬
上
書
此
以
作
記
念
／
田

漢
」
で
あ
る
。
中
国
文
学
者
た
ち
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
へ
の
情
熱
は
明

白
で
あ
り
、
文
章
の
最
後
に
、
郭
沫
若
と
郁
達
夫
の
写
真
も
添
え
ら
れ
た
。

こ
の
と
き
の
交
流
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
郁
達
夫
も
一
九
二
七
年
四
月

二
十
八
日
の
日
記
に
書
い
て
い
る
。

昨
日
出
版
部
に
戻
っ
た
。
日
本
文
芸
戦
線
社
の
代
表
で
あ
る
小
牧

近
江
と
里
村
欣
三
氏
が
訪
問
し
に
き
た
名
刺
を
見
た
。
だ
か
ら
も
う

一
度
出
版
社
に
戻
り
、
夜
に
あ
る
広
東
酒
館
で
彼
ら
と
一
緒
に
少
し

お
酒
を
ご
馳
走
し
た
。
彼
ら
と
今
朝
十
一
時
に
出
版
部
に
行
く
約
束

し
た
か
ら
、
早
朝
に
出
版
部
に
い
き
、
彼
ら
の
た
め
に
一
つ
の
文
章

を
作
っ
た
。（
中
略
）
午
前
十
時
ご
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
あ
る
写

真
館
で
写
真
を
撮
っ
た
。（
中
略
）
田
漢
と
一
緒
に
彼
ら
の
泊
ま
る

孟
淵
旅
館
に
行
っ
た
。（
中
略
）
午
後
六
時
半
ご
ろ
、
医
者
の
周
文

達
氏
と
一
緒
に
ま
た
孟
淵
旅
館
へ
小
牧
・
里
村
氏
に
会
い
に
行
っ
た
。

美
麗
川
菜
館
で
晩
ご
飯
を
食
べ
た
。
十
時
に
彼
ら
が
日
本
へ
帰
る
船

ま
で
見
送
っ
た（

（1
（

。（
拙
訳
）

郁
達
夫
の
日
記
は
、「
青
天
白
日
の
国
へ
」
に
書
か
れ
た
小
牧
と
里
村

の
上
海
で
中
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
た
ち
に
会
っ
た
日
付
、
回
数
、

場
所
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
二
人
の
報
告
の
方
に
は
参
加
者
の
人
名
ま
で

記
録
さ
れ
て
い
る
。「
青
天
白
日
の
国
へ
」
は
単
な
る
紀
行
文
で
は
な
く
、

同
号
の
「
日
本
の
無
産
階
級
文
芸
界
同
志
に
訴
ふ
」、「
中
国
文
学
者
の

英
国
智
識
階
級
及
び
一
般
の
民
衆
に
対
す
る
宣
言
」、「
新
軍
閥
蒋
介
石

の
正
体
」
を
合
わ
せ
て
読
め
ば
、
中
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
た
ち
の

熱
意
が
文
字
を
通
し
て
、
日
本
の
大
衆
を
動
か
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
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た
で
あ
ろ
う
。

小
牧
と
里
村
も
、
同
志
で
あ
る
中
国
無
産
階
級
の
民
衆
の
力
に
な
り
た

い
と
痛
感
し
、
彼
ら
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
中
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命

へ
の
支
持
の
気
持
ち
を
固
め
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
五
月
号
の
短
信
欄

「
文
芸
戦
線
」（

（1
（

に
、
里
村
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

作
家
よ
、
汝
の
憂
鬱
の
眼
を
あ
げ
よ
！

支
那
は
無
軌
道
で
突
破
す
る
タ
ン
ク
だ
。
列
強
帝
国
主
義
、
軍
閥

輩
を
蹂
躙
し
て
、遮
二
無
二
「
青
天
白
日
満
紅
」
の
国
民
革
命
旗
を
、

彼
等
の
死
屍
の
彼
方
に
押
し
立
て
や
う
と
す
る
！

作
家
よ
、
汝
の
憂
鬱
な
眼
は
そ
こ
に
開
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
！

だ
が
、
支
那
は
今
、
寄
つ
て
た
か
つ
て
打
ち
の
め
さ
れ
る
「
小
児
」

だ
！

出
兵
！
艦
隊
派
遣
！

支
那
全
土
は
靡
く
「
青
天
白
日
旗
」
は
も
ぎ
取
ら
れ
、
引
き
降
ろ

さ
れ
や
う
と
し
て
ゐ
る
！

作
家
よ
、
汝
の
口
は
軍
国
主
義
へ
の
抗
議
の
た
め
に
開
か
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
！ 

革
命
に
失
敗
し
た
中
国
を
体
験
し
た
里
村
は
、
革
命
の
象
徴
で
あ
っ
た

「
青
天
白
日
満
紅
」
旗
は
そ
の
意
味
が
次
第
に
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
強

調
し
た
。
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
に
対
し
て
、
中
国
革
命
の
現
実

を
見
て
、
日
本
を
含
め
た
帝
国
主
義
国
家
に
対
す
る
抗
議
を
す
る
べ
き
だ

と
呼
び
か
け
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
派
遣
員
で
あ
る
二
人
が
書
い
た
「
新
軍
閥
蒋
介
石
の
正
体
」

に
は
、「
蒋
介
石
は
支
那
の
反
帝
国
主
義
×
×
（
引
用
者
注
、
革
命
）
を

ま
ん
ま
と
列
国
帝
国
主
義
に
売
つ
た
の
で
あ
る
！
が
、
支
那
の
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
革
命
は
そ
の
ま
ま
泣
き
寝
入
り
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
熱
と

飽
ま
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
た
め
の
精
神
は
我
が
社
の
た
め
に
特
に
提
供
し

た
別
録
の
文
意
に
於
い
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
我
等
の
先
輩
で
あ
る
支

那
×
×
×
（
引
用
者
注
、
共
産
党
）
を
支
持
せ
よ
！
」
と
あ
る
。
文
芸
戦

線
社
も
こ
の
二
人
の
宣
言
と
同
じ
よ
う
に
、
中
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命

を
支
持
し
、
中
国
文
学
者
の
文
章
を
紹
介
し
た
。『
文
芸
戦
線
』
は
、
日

中
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
同
志
の
精
神
的
な
交
流
の
場
と
な
り
、
世
界
の
無
産
階

級
が
中
国
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
へ
の
理
解
を
呼
び
か
け
る
根
拠
地
の
一
つ

と
な
っ
た
と
言
え
る
。

2
、
中
国
人
作
家
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

六
月
号
の
巻
頭
言
の
次
の
頁
に
は
、
郁
達
夫
の
「
日
本
の
無
産
階
級
文

芸
界
同
志
に
訴
ふ
」
と
い
う
二
つ
の
言
語
で
書
か
れ
た
文
章
が
掲
げ
ら
れ
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て
い
る
。
こ
れ
も
里
村
・
小
牧
の
上
海
行
の
成
果
の
一
つ
で
あ
り
、
日
本

同
志
へ
の
呼
び
か
け
で
あ
る
。

蒋
は
い
ま
、
更
に
英
国
帝
国
主
義
者
と
日
本
の
資
本
家
お
よ
び
支

那
旧
日
の
軍
閥
と
一
気
聯
合
し
て
協
力
高
圧
政
策
、
〇
〇
政
策
を
敢

行
し
て
ゐ
る
。（
中
略
）

無
産
階
級
者
は
た
だ
階
級
あ
る
を
知
つ
て
、
祖
国
あ
る
を
知
る
べ

か
ら
ず
、
就
中
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
文
芸
戦
線
戦
士
は
国
境
の
観
念
が

あ
つ
て
は
な
ら
な
い
！

日
本
の
無
産
階
級
が
我
々
を
助
け
た
こ
と
を
我
々
は
こ
れ
を
十
分

に
認
め
、
こ
こ
に
謝
意
を
表
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
後
も
我
等
は

更
な
る
密
接
な
る
提
携
、
強
烈
な
互
助
を
望
む
も
の
で
あ
る（

11
（

。

日
本
の
無
産
階
級
の
支
持
に
感
謝
し
、
こ
の
文
章
を
寄
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
中
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
た
ち
の
交
流
の
深
化
が
期
待
さ
れ

て
い
た
。

郁
達
夫
の
文
章
の
ほ
か
に
、
同
号
に
郭
沫
若
、
郁
達
夫
、
魯
迅
な
ど
八

人
の
署
名
が
あ
る
「
支
那
事
情
資
料
」
と
し
て
「
中
国
文
学
者
の
英
国
智

識
階
級
及
び
一
般
の
民
衆
に
対
す
る
宣
言
」
も
掲
載
さ
れ
た
。
単
援
朝
氏

は
、「
こ
の
二
篇
の
文
章
は
文
学
と
政
治
運
動
と
の
結
合
の
例
と
し
て
、『
文

芸
戦
線
』
の
一
部
の
同
人
に
影
響
を
与
え
、
日
本
無
産
階
級
文
学
運
動
の

内
部
理
論
と
組
織
の
分
化
を
間
接
的
に
促
進
し
た
こ
と
は
有
意
義
で
あ
る

（
拙
訳
）」（

1（
（

と
論
じ
た
。

当
時
、
国
民
革
命
軍
の
北
上
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
が
中
国
へ
出
兵
し
、

上
海
を
中
心
に
、
公
共
租
界
の
居
留
民
に
匹
敵
す
る
多
数
の
重
装
備
兵
が

各
要
衝
に
配
備
さ
れ
、
米
、
日
、
英
を
中
心
に
五
〇
艘
余
の
艦
艇
が
上
海

沖
に
待
機
し
て
い
た
。
そ
の
状
況
に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
国
際
的
な

協
力
を
求
め
る
宣
言
が
行
わ
れ
た
。

我
々
の
闘
争
は
、す
べ
て
資
本
帝
国
主
義
に
向
か
つ
て
ゐ
る
、我
々

は
只
我
々
を
搾
取
す
る
帝
国
主
義
者
の
手
か
ら
生
活
を
奪
還
す
る
よ

り
以
外
に
目
的
は
な
い
。（
中
略
）
我
々
は
英
国
の
無
産
階
級
が
万

胸
の
同
情
を
以
つ
て
、我
々
及
び
全
世
界
の
無
産
民
衆
と
団
結
し
て
、

共
同
に
資
本
帝
国
主
義
を
打
倒
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
の
で
あ
る
。

（
中
略
）イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
無
産
民
衆
も
、我
々
を
援
助
す
る
た
め
に
、

諸
君
は
そ
の
国
内
に
於
い
て
帝
国
主
義
に
向
か
つ
て
進
攻
さ
れ
ん
こ

と
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る（

11
（

。

帝
国
主
義
国
家
の
出
兵
は
革
命
を
阻
止
す
る
巨
大
な
力
で
あ
り
、
中
国

の
無
産
階
級
文
学
者
た
ち
は
、
イ
ギ
リ
ス
及
び
世
界
の
無
産
階
級
の
同
情
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と
支
持
を
得
る
た
め
に
、
宣
言
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
送
っ
た
。
そ
れ
が
『
文

芸
戦
線
』
に
も
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
中
国
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
が
掲
げ
た

反
帝
国
主
義
の
思
想
を
認
め
、
日
本
の
無
産
階
級
の
人
々
か
ら
の
支
持
を

呼
び
か
け
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

北
伐
戦
争
期
の
上
海
で
中
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
と
交
流
し
た
以
外

に
、
革
命
が
終
わ
っ
た
後
、
日
本
で
中
国
の
作
家
た
ち
と
『
文
芸
戦
線
』

の
同
人
た
ち
の
交
流
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
山
田
清
三
郎
は
、
一
九
二
八

年
の
エ
ッ
セ
イ（

11
（

に
郭
沫
若
、
成
仿
吾
を
訪
問
し
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

戦
後
の
回
想（

11
（

に
も
、
日
本
に
亡
命
し
た
郭
沫
若
の
と
こ
ろ
を
何
度
も
訪
ね

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
林
た
い
子
の
回
想
に
、「
千
葉
県

市
川
に
ゐ
た
郭
沫
若
氏
と
文
戦
と
は
、
い
つ
も
交
渉
が
あ
つ
た
が
、
里
村

の
上
海
行
で
田
漢
、
郁
達
夫
、
成
仿
吾
な
ど
と
も
交
渉
を
持
つ
こ
と
に
な

つ
た
。」（

11
（

と
あ
る
よ
う
に
、
里
村
・
小
牧
の
上
海
行
は
、『
文
芸
戦
線
』
同

人
と
中
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
の
交
流
関
係
を
築
く
き
っ
か
け
と
な
る

重
大
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

編
集
の
山
田
清
三
郎
は
、「
日
支
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
の
接
触
提
携
、

そ
れ
は
、
今
後
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
と
問
題
を
と
ら
え
て
、
我
々
の
な
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
任
務
の
一
つ
で
あ
る
」（

11
（

と
考
え
、『
文
芸
戦
線
』
に
中

国
人
作
家
の
作
品
も
積
極
的
に
掲
載
し
て
い
っ
た
。
で
は
、
両
国
の
作
家

の
交
流
を
踏
ま
え
て
、
両
国
の
作
家
た
ち
が
『
文
芸
戦
線
』
に
発
表
し
た

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
品
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
北
伐

戦
争
を
題
材
に
し
た
小
説
や
随
筆
は
里
村
欣
三
の
「
疥
癬
」「
動
乱
」
な

ど
あ
る
が
、
以
下
で
は
、
北
伐
革
命
を
題
材
に
し
た
日
中
の
詩
人
の
革
命

詩
を
取
り
上
げ
、
分
析
し
て
い
く
。

四
、
北
伐
戦
争
を
め
ぐ
る
日
中
詩
人
の
創
作

日
本
人
作
家
が
書
い
た
北
伐
戦
争
を
題
材
し
た
革
命
詩
に
は
、
上
里
春

生
「
上
海
総
罷
業
の
日
に
」（
一
九
二
七
年
四
月
）、
寺
沢
資
郎
「
押
し

ひ
し
が
れ
た
―
上
海
―
」（
一
九
二
八
年
五
月
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、

一
九
二
七
年
八
月
号
に
「
支
那
革
命
詩
抄
」
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
、
賀

樹
「
宿
の
夜
」、
失
名
氏
「
我
等
の
誓
詞
」、
紅
萸
「
風
声
」、
劉
啓
龍
「
北

伐
諸
将
士
に
」、
無
名
氏
「
歌
」
と
い
う
五
人
の
詩
が
翻
訳
さ
れ
た
。
翻

訳
者
の
山
口
慎
一
は
、
満
鉄
派
遣
留
学
生
と
し
て
上
海
の
東
亜
同
文
書
院

二
十
五
期
生
で
あ
り
、
在
学
中
に
田
漢
、
郁
達
夫
と
交
友
を
し
、
帰
国
後
、

中
国
人
作
家
の
文
学
作
品
を
翻
訳
し
紹
介
し
た
。
ま
ず
は
、
上
海
第
三
次

暴
動
の
日
に
つ
い
て
の
詩
を
考
察
し
て
い
く
。

上
里
春
生
「
上
海
総
罷
業
の
日
に
」

南
軍
が
来
た
！
南
軍
が
き
た
！
南
軍
が
き
た
！
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ト
ラ
ッ
ク
は
、
吠
え
る
、
吠
え
る
、
吠
え
る.

　
（
中
略
）

お
お
、
革×
×命

だ
、
革×
×命

だ
、
嵐
だ
、
嵐
だ
、
嵐
だ
。

　
（
中
略
）

不
気
味
な
嵐
の
前
兆
よ
！

怖
ろ
し
い
死
の
沈
黙
よ
、
活
動
よ
！

今
、
上
海
が
仰
ぐ
時
計
台
は
、

正
し
く
「
十
二
時
」
を
指
差
し
て
ゐ
る
。

　
（
中
略
）

雄
々
し
い
青
服
の
工
人
達
よ
！

　
（
中
略
）

君
達
は
今
こ
そ
上
海
の
上
に
生
々
と
し
た
影
刻
の
美
を
施
さ
う 

と
す
る
！
（
思
い
切
つ
て
贅
沢
に
）

大
喜
！
君
達
が
祝
ふ
真
赤
な
休
暇
よ
！
芸
術
祭
よ
！

「
南
軍
」
と
「
ト
ラ
ッ
ク
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
始
ま
り
と
終
わ
り
の

部
分
で
二
回
登
場
す
る
。「
南
軍
が
来
た
」
と
「
ト
ラ
ッ
ク
」
は
上
海
市

内
の
革
命
の
始
ま
り
と
高
潮
の
合
図
を
意
味
し
て
い
る
。
上
海
総
罷
業
は

北
伐
革
命
に
お
い
て
、
国
民
革
命
軍
上
海
入
城
に
呼
応
す
る
と
い
う
目
的

を
果
た
す
役
割
が
あ
る
。「
ト
ラ
ッ
ク
」
が
上
海
に
入
城
す
れ
ば
、
革
命

の
勝
利
が
見
え
る
。「
革
命
」
と
「
嵐
」
が
重
ね
合
わ
さ
れ
る
こ
と
で
、

革
命
が
逆
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
勢
い
で
襲
来
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
糾
察
隊
と
工
人
は
協
力
し
合
う
「
力
」
と
上
海
警
察
署
や
軍
閥
な

ど
の
力
の
対
峙
が
あ
る
が
、
革
命
運
動
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。戦

闘
は「
十
二
時
」に
、一
斉
に
始
ま
っ
た
。「
上
海
工
人
三
月
暴
動
記
実
」

を
確
認
す
る
と
、「
三
月
二
十
一
日
正
午
十
二
時
、（
中
略
）
す
べ
て
の
工

人
が
罷
業
し
、
市
街
の
中
心
に
き
た
。（
中
略
）
完
全
に
粛
清
す
る
空
気

に
全
市
が
包
ま
れ
、
絶
え
な
い
銃
声
と
群
衆
の
革
命
の
叫
び
声
し
か
聞
こ

え
な
い
。（
中
略
）
す
べ
て
の
警
察
署
の
前
に
、
銃
が
出
さ
れ
、
白
旗
が

掲
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
警
察
た
ち
の
降
参
だ
。（
中
略
）
ま
も
な
く
、
指

揮
の
中
心
地
を
進
出
し
、
各
地
域
の
作
戦
指
揮
が
集
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
、
都
市
暴
動
の
戦
い
の
局
面
に
な
っ
た
。」（
拙
訳
）（

11
（

詩
に
あ
る
通
り
、

工
人
た
ち
は
規
律
よ
く
、
作
戦
通
り
に
暴
動
を
進
め
て
お
り
、
革
命
勢
力

が
組
織
化
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

詩
の
中
に
は
、
革
命
勢
力
が
「
魔
神
」
の
よ
う
に
、
上
海
の
各
重
要
拠

点
を
占
領
し
、「
打
倒
軍
閥
」「
打
倒
帝
国
主
義
」「
打
倒
孫
伝
芳
」
な
ど

の
宣
伝
ビ
ラ
が
、「
斬
奸
状
の
花
弁
」
の
よ
う
に
上
海
中
に
撒
か
れ
た
と

い
う
革
命
軍
が
入
城
前
の
上
海
の
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
。
上
海
は
革
命

に
よ
っ
て
沸
騰
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、革
命
へ
の
憧
れ
が
読
み
取
れ
る
。
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ま
た
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
は
、「
赤
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
工
人
達
の
祭

り
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
工
人
達
は
街
中
に
出
て
、民
衆
達
と
合
流
し
、

「
嵐
」の
よ
う
な「
革
命
」を
起
こ
し
た
の
で
あ
り
、革
命
は
工
人
達
に
と
っ

て
の
祭
り
と
し
て
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
寺
沢
資
郎
の
「
押
し
ひ
し
が
れ
た
―
上
海
―
」
で
は
、
一
時
的

に
勝
利
し
た
革
命
が
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
失
敗
し
た
上
海
の
状
況
や

殺
害
さ
れ
た
無
産
階
級
の
群
衆
を
中
心
に
描
か
れ
て
い
る
。

ひ
き
さ
か
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
う
め
き
声
が
…
…
…
…
…
…

あ
あ
、
戦×
×争

に
押
し
ひ
し
が
れ
た
上
海
の
巷
よ

（
中
略
）

貪
欲
な
北
欧
の
狼
と

金
モ
ー
ル
の
ブ
ル
ド
ッ
グ

狡
猾
な
東
洋
の
小
猿
と
を

ど
ろ
ど
ろ
の
溶
鉱
炉
に
叩
き
こ
ん
だ
ら
…
…

又
は
十
字
架
に
懸
け
て
火
焙
り
に
し
た
ら
…
…

あ
あ
、
ど
ん
な
に
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
顔
に
朗
ら
か
微
笑
が
浮
か
ぶ

だ
ろ
う

工
部
局
の
空
に
漲
る
層
雲
が
暴
風
雨
を
喚
び
血
の
雨
を
降
ら
す　

日
を
思
へ
！

租
界
を
揺
り
動
か
し
つ
つ
走
る
旋
風
が
や
が
て

動
乱
の
銅
鑼
を
鳴
ら
す
時
を
思
へ
！

そ
の
時
迄
―

ロ
ボ
ッ
ト
等
よ

支
那
は
色
分
け
さ
れ
た
世
界
地
図
だ

帝
国
主
義
国
家
の
出
兵
や
革
命
運
動
の
反
動
派
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た

民
衆
達
が
こ
の
詩
に
お
け
る
「
ロ
ボ
ッ
ト
等
」
で
あ
る
。「
貪
欲
な
北
欧

の
狼
」
は
ロ
シ
ア
で
あ
り
、「
金
モ
ー
ル
の
ブ
ル
ド
ッ
グ
」
は
イ
ギ
リ
ス

で
あ
り
、「
狡
猾
な
東
洋
の
小
猿
」
は
日
本
を
指
し
、
こ
れ
ら
帝
国
主
義

国
家
群
を
排
除
し
た
ら
、
民
衆
達
が
喜
ぶ
だ
ろ
う
、
と
歌
っ
た
。
し
か
し
、

ク
ー
デ
タ
ー
後
の
上
海
は
ま
だ
帝
国
主
義
国
家
の
占
領
の
も
と
に
あ
る
た

め
、
民
衆
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
よ
う
に
生
き
る
し
か
な
い
。
た
だ
、
希
望

を
全
て
失
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
も
う
一
度
立
ち
上
が
れ
ば
、
革
命
の
勝

利
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
詩
人
が
中
国
の
群
衆
た

ち
に
励
ま
し
の
言
葉
を
送
っ
て
い
る
。

日
本
人
作
家
の
詩
は
、
第
二
人
称
や
第
三
人
称
な
ど
の
他
者
の
視
点
か

ら
、
革
命
に
参
加
し
て
い
る
人
を
応
援
し
て
い
る
よ
う
に
書
か
れ
た
。
一
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方
、中
国
人
作
家
た
ち
は
、革
命
者
の
当
事
者
と
し
て
、第
一
人
称
で
語
っ

た
。
特
に
、
劉
啓
龍
の
「
北
伐
将
士
の
前
に
」
に
は
、
北
伐
戦
場
へ
向
か

う
戦
士
た
ち
に
対
す
る
尊
敬
が
読
み
取
れ
る
と
同
時
に
、
革
命
運
動
が
も

た
ら
し
た
痛
み
に
も
注
目
し
て
い
る
。

私
の
心
弦
は
限
り
無
き
興
奮
を
惹
起
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
も

私
の
心
の
底
で
は
却
つ
て
ま
た
限
り
無
き
愴
痛
を
感
じ
て
ゐ
る
！

（
中
略
）

北
伐
は
同
胞
を
殺
す
の
で
は
な
い
か
？
（
中
略
）

だ
が
、「
一
国
の
悲
し
み
を
一
家
の
悲
し
み
と
比
較
す
る
事
は
出

来
な
い
」

そ
う
だ
帝
国
主
義
者
は
我
々
に
迫
つ
て
斯
く
せ
ざ
る
を
得
ざ
ら
し

む
の
だ
。

劉
啓
龍
は
、
戦
場
に
立
つ
戦
う
戦
士
の
視
点
か
ら
同
胞
と
戦
う
こ
と
を

迫
ら
れ
た
苦
し
み
を
描
い
た
。
国
民
革
命
は
、
反
帝
国
主
義
と
い
う
性
質

を
持
っ
て
い
る
が
、
直
接
に
帝
国
主
義
国
家
と
は
戦
え
ず
、
こ
れ
ら
の
道

具
で
あ
る
軍
閥
を
倒
そ
う
と
す
る
。
自
分
の
国
で
土
地
を
破
壊
し
た
り
、

自
分
の
同
胞
を
殺
し
た
り
す
る
と
い
う
「
愴
痛
」
は
、
中
国
人
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
作
家
な
ら
で
は
の
描
き
方
で
あ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
た
ち
は
革

命
の
理
想
を
熱
意
を
も
っ
て
語
る
が
、
革
命
の
背
後
に
あ
る
犠
牲
も
民
衆

に
伝
え
て
い
る
。『
文
芸
戦
線
』
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
革
命
を
表

現
す
る
作
品
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
衆
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命

の
全
体
像
を
提
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

本
稿
で
は
、『
文
芸
戦
線
』
の
性
格
に
着
目
し
、
転
換
期
に
お
け
る
編

集
方
針
が
、
革
命
運
動
の
政
治
的
な
も
の
を
避
け
る
こ
と
か
ら
、「
政
治

的
暴
露
」
へ
と
転
換
し
、
掲
載
さ
れ
る
評
論
と
文
学
作
品
と
が
政
治
運
動

と
結
び
つ
く
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

文
芸
戦
線
社
は
、
中
国
革
命
へ
の
関
心
を
高
め
、
国
際
的
な
革
命
運
動

へ
の
参
加
を
目
指
し
て
、
持
続
的
に
中
国
革
命
運
動
の
状
況
を
日
本
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
同
志
た
ち
へ
伝
え
、
中
国
革
命
を
支
持
す
る
た
め
に
、「
山

東
出
兵
」
へ
の
反
対
や
蒋
介
石
の
反
動
政
策
へ
の
非
難
な
ど
政
権
に
対
す

る
批
判
の
言
説
の
産
出
の
場
と
な
っ
た
。
ま
た
、中
国
に
同
人
を
派
遣
し
、

中
国
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
た
ち
と
の
交
流
を
保
つ
こ
と
で
、
日
中
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
作
家
た
ち
の
思
想
は
よ
り
多
く
の
人
に
読
ま
れ
、
作
家
の
影
響

力
も
大
き
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
中
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
が
革
命
の

反
動
勢
力
に
追
わ
れ
た
時
、
よ
り
多
く
の
同
志
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
呼
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び
か
け
る
文
章
も
掲
載
さ
れ
、
世
界
の
無
産
階
級
が
中
国
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

革
命
へ
の
理
解
を
求
め
る
拠
り
所
の
一
つ
と
も
な
っ
た
と
言
え
る
。

〔
注
〕

（
1
）　
「
文
芸
戦
線
綱
領
」『
文
芸
戦
線
』（
文
芸
戦
線
社
、
一
九
二
四
年

六
月
）

（
2
）　

祖
父
江
昭
二
「
解
説
」『
文
芸
戦
線
』
復
刻
版
別
冊
（
日
本
近
代

文
学
館
、
一
九
八
三
年
十
二
月
）
を
参
照

（
3
）　

田
中
憲
一
「「
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
文
芸
運
動
の
現
段
階
と
其
の
任
務
」

『
文
芸
戦
線
』（
文
芸
戦
線
社
、
一
九
二
七
年
四
月
）

（
4
）　

山
田
清
三
郎
「
文
芸
戦
線
」『
文
芸
戦
線
』（
文
芸
戦
線
社
、

一
九
二
七
年
五
月
）

（
5
）　

山
田
清
三
郎「
新
主
体
の
確
立
と『
文
芸
戦
線
』」『
文
芸
戦
線
』（
文

芸
戦
線
社
、
一
九
二
七
年
七
月
）

（
6
）　

青
野
季
吉
・
田
中
憲
一
「
労
農
芸
術
家
連
盟
綱
領
（
草
案
）」『
文

芸
戦
線
』（
文
芸
戦
線
社
、
一
九
二
七
年
七
月
）

（
7
）　

栃
木
利
夫
・
坂
野
良
吉
『
中
国
国
民
革
命
―
戦
間
期
東
ア
ジ
ア
の

地
殻
変
動
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
七
年
十
二
月
）
を
参
照

（
8
）　
「
労
農
芸
術
家
連
盟
情
報
」『
文
芸
戦
線
』（
文
芸
戦
線
社
、

一
九
二
七
年
七
月
）

（
9
）　

島
田
昭
男
「
上
野
壮
夫
」『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』（
講
談
社
、

一
九
八
四
年
十
月
）
を
参
照

（
10
）　

森
山
重
雄
「
佐
野
袈
裟
美
」『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』（
講
談
社
、

一
九
八
四
年
十
月
）
を
参
照

（
11
）　

佐
野
袈
裟
美
「
支
那
の
国
民
革
命
と
そ
の
必
然
的
展
開
」『
文
芸

戦
線
』（
文
芸
戦
線
社
、
一
九
二
七
年
四
月
）

（
12
）　

佐
野
袈
裟
美
「
支
那
革
命
の
危
機
」『
文
芸
戦
線
』（
文
芸
戦
線
社
、

一
九
二
七
年
六
月
）

（
13
）　

柏
八
里
「
中
国
国
民
革
命
の
反
動
政
策
」『
文
芸
戦
線
』（
文
芸
戦

線
社
、
一
九
二
八
年
五
月
）

（
14
）　

同
前

（
15
）　

山
田
清
三
郎
「
支
那
の
二
作
家
を
訪
ね
て
」『
戦
旗
』（
全
国
無
産

者
芸
術
連
盟
本
部
、
一
九
二
八
年
七
月
）

（
16
）　

小
牧
近
江「
上
海
行
き
」『
あ
る
現
代
史
―
種
蒔
く
人
前
後
―
』（
法

政
大
学
出
版
局
、
一
九
六
五
年
九
月
）

（
17
）　

山
田
清
三
郎
「
日
中
無
産
階
級
文
芸
家
友
交
の
さ
き
が
け
」『
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
風
土
記
―
文
学
運
動
の
人
と
思
い
出
』（
青
木
書
店
、

一
九
五
四
年
十
二
月
）

（
18
）　

郁
達
夫
・
王
映
霞
『
郁
達
夫
日
記
九
種
及
其
他
』（
香
港
宏
業
書
局
、

一
九
六
三
年
）
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（
19
）　

里
村
欣
三
「
文
芸
戦
線
」『
文
芸
戦
線
』（
文
芸
戦
線
社
、

一
九
二
七
年
五
月
）

（
20
）　

郁
達
夫
「
日
本
の
無
産
階
級
文
芸
界
同
志
に
訴
ふ
」『
文
芸
戦
線
』

（
文
芸
戦
線
社
、
一
九
二
七
年
六
月
）

（
21
）　

単
援
朝
「
日
中
无
产
阶
级
文
学
运
动
的
第
一
次
握
手—

—

小
牧
近

江
、
里
村
欣
三
上
海
之
行
考
」『
郭
沫
若
学
刊
』（
四
川
省
郭
沫
若
研
究

学
会
、
二
〇
二
一
年
三
月
、
135
号
、
58
―
69
頁
）

（
22
）　

本
誌
派
遣
員
「
中
国
文
学
者
の
英
国
智
識
階
級
及
び
一
般
の
民
衆

に
対
す
る
宣
言
」『
文
芸
戦
線
』（
文
芸
戦
線
社
、
一
九
二
七
年
六
月
）

（
23
）　

注
（
15
）
に
同
じ

（
24
）　

注
（
17
）
に
同
じ

（
25
）　

平
林
た
い
子
『
自
伝
的
交
友
録
・
実
感
的
作
家
論
』（
文
藝
春
秋

新
社
、
一
九
六
〇
年
十
二
月
）

（
26
）　

注
（
15
）
に
同
じ

（
27
）　

施
英
（
本
名:

趙
世
炎
）「
上
海
工
人
三
月
暴
動
記
実
」『
嚮
導
』

第
一
九
三
期
一
九
二
七
年
四
月
六
日

〔
付
記
〕

・
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
次
世
代
研
究
者
挑
戦
的
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｊ
Ｐ
Ｍ
Ｊ

Ｓ
Ｐ
２
１
５
０
の
支
援
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

・
本
稿
は
、東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
会
第
14
回
国
際
学
術
大
会（
二
〇
二
二

年
五
月
七
日
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
発
表
に

対
し
ご
教
示
を
賜
っ
た
皆
様
や
、
発
表
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

 

（
し
ょ
う　

き
ん
き
／
本
学
大
学
院
生
）


